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最近、営業秘密漏洩事件が急増しており、企業防衛の立場から緊急に現状の見直しをすべき状況になっ

ております。そこで、本セミナーでは、過去の重要判例を分析しつつ、企業のあるべき秘密情報の管理方法に

及ぶことを目的としています。さらに、秘密管理性を維持することを目的とする「秘密保持契約書(Non 

Disclosure Agreement = NDA)」の限界、NDA 神話の崩壊と企業対応についてもお話しいたします。 

講  師 

 

●日 時●  ２０１５年９月２９日（火）１３：００～１７：００ 

●会 場●  企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

     

～近時の事件から学ぶ対応策、ＮＤＡの限界など実務ポイントを詳解～ 

 

9/29 

（火） 

１３：００ 

１．ケーススタディー ～最近の営業秘密漏洩事件（裁判例）の分析～ 

（１）最近の営業秘密漏洩の実態について 

（２）最近の営業秘密漏洩事件の重要事例、重要判例の分析と対応 

（３）新日鉄住金事件のポイントと対応 

（４）東芝営業秘密漏洩事件のポイントと対応 

２．法的なルールの解説 ～不正競争防止法による営業秘密の保護～ 

（１）ルールの概要と罰則・救済規定 

（２）営業秘密漏洩事件で企業側は勝てるのか？ 

（３）規制の強化が行われてきたが、それで十分か 

３．「秘密保持契約書(Non Disclosure Agreement = NDA)」の管理 

～NDAの法的効力の限界と具体的な企業対応について～ 

（１）NDA 神話の崩壊と企業対応 

（２）NDA の限界への具体的な対応方法について 

（３）秘密保持契約書の最近の傾向 

４．企業のあるべき秘密情報の管理方法について 

（１）営業秘密の管理のあるべき姿は何か 

（２）人事管理のあるべき姿は何か 

（３）どうやって引き抜きを事前に防止するか 

（退職金不支給規定はどこまで有効かを含む） 

（４）引き抜かれた場合の秘密情報漏洩をどうやって最小限に抑えるか 

（５）『当社に何が出来るか、何をしなければならないか』 

（６）経済産業省の『営業秘密管理指針』（最終改訂平成２５年８月１６日） 

 
※最少催行人数に満たない場合、開催を中止させて頂く場合がございます。 

 

開催にあたって 

151063-0303   企業防衛のための『営業秘密』の保護／管理の重要ポイント 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） 

税込・資料代含 

１７：００ 

企業防衛のための『営業秘密』の保護／管理の重要ポイント 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

■参加要領：申込書はＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mailにてお送り下さい。当会ホームページからもお申込み頂けます。 

後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HPにてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 

※お申し込み後のキャンセルはお受けいたしかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／川守田 E-mail:kawamorita@bri.or.jp 

 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2麹町 31ＭＴビル 2Ｆ 
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